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１　

は
じ
め
に

稲
城
姉
妹
友
好
都
市

交
流
協
会
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

安
東　

道
正

　

こ
の
度
、
姉
妹
都
市
及
び
友
好
都
市

と
の
相
互
交
流
を
通
し
て
、
心
豊
か
な

市
民
生
活
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
稲
城
市
姉

妹
友
好
都
市
交
流
協
会
（
以
下
、「
交

流
協
会
」）
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
稲
城
市
で
は
平
成
３
年

に
北
海
道
大
空
町
（
当
時
北
海
道
女
満

別
町
）
と
姉
妹
都
市
と
な
り
、
平
成
27

年
に
は
福
島
県
相
馬
市
、
長
野
県
野
沢

温
泉
村
と
そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
に
お

い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
テ
オ
郡
フ
ォ
ス
タ
ー

シ
テ
ィ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
が
令
和

３
年
７
月
27
日
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
協
会
は
、
稲
城
市
と
姉
妹
都
市
、

友
好
都
市
を
結
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
市
、

町
、
村
に
お
住
ま
い
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
全
世
代
の
皆
様
、
さ
ら
に

は
、
稲
城
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
約

１
５
０
０
名
の
外
国
人
の
方
々
と
の
交

流
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
体
験

し
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

海
外
、
国
内
、
地
域
に
お
け
る
交
流

に
興
味
の
あ
る
方
、
交
流
協
会
の
活
動

に
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
方
は
ぜ
ひ
、

正
会
員
、
賛
助
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
交
流
協
会
の
運
営
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
正
会
員
に
な
ら
れ
た

方
は
積
極
的
に
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２　

交
流
協
会
の

事
業
紹
介

交
流
協
会
で
は
、
設
立
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
交
流
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
発

信　▼
交
流
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

実
施
及
び
支
援　

▼
市
民
団
体
、
官
公
庁
そ
の
他
の
関
係

団
体
と
の
協
力
及
び
連
携　

▼
そ
の
他
、
協
会
の
目
的
達
成
の
た
め

に
必
要
な
事
業　

　

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
向
け
て
、

委
員
会
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

【
海
外
交
流
委
員
会
】

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
マ
テ
オ
郡
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市

と
の
交
流
事
業
を
企
画
・
実
施

【
国
内
交
流
委
員
会
】

北
海
道
大
空
町
、
福
島
県
相
馬
市
、
長

野
県
野
沢
温
泉
村
と
の
交
流
事
業
を
企

画
・
実
施

【
地
域
交
流
委
員
会
】

稲
城
市
在
住
外
国
人
等
、
地
域
で
行
う

交
流
事
業
を
企
画
・
運
営

【
理
事
会
】

協
会
の
最
終
決
定
機
関
と
し
て
、
委
員

会
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業
や
活
動
内
容

に
つ
い
て
承
認
を
行
う
。

協
会
の
運
営
方
針
の
変
更
・
決
定
を
行

う
。

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
の

１
周
年
に
際
し
て

フォスターシティ市姉妹都市提携　締結式
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３　

市
長
挨
拶

　
　
　

稲
城
市
長　
　

髙
橋　

勝
浩

　

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
の

設
立
一
周
年
記
念
に
際
し
、
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
９
月
27
日
に
本
協
会
が
設

立
さ
れ
、
は
や
一
年
半
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
長
期
間
に
渡
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
の

日
常
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
行

動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
が
自
発
的
に
活
動
に
参
加
し
、

稲
城
市
と
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
の
交

流
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
こ
の
協
会
の
多
く
の
活
動
も
例
外
で

は
な
く
、
特
に
交
流
の
相
手
先
と
当
市

の
双
方
が
行
動
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

昨
年
７
月
27
日
に
行
わ
れ
た
本
市
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ン
マ
テ
オ
郡
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市

と
の
間
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
姉

妹
都
市
提
携
締
結
式
を
実
施
で
き
た
こ

と
は
、
両
市
に
と
っ
て
大
変
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
自
身
も
平
成
27

年
８
月
５
日
に
初
め
て
の
フ
ォ
ス
タ
ー

シ
テ
ィ
市
訪
問
の
た
め
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
空
港
に
降
り
立
っ
た
こ
と
が
、

つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

翌
日
は
当
時
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市

議
会
議
員
だ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
岡
本
さ

ん
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

内
の
公
園
や
ラ
グ
ー
ン
、
整
然
と
し
た

街
並
み
を
視
察
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
湾
に
沈
む
美
し
い
夕
日
な
ど
を
観
な

が
ら
、
是
非
と
も
稲
城
の
市
民
の
皆

様
に
も
こ
の
景
観
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
感
じ
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
後
も
交
流
協
会
の
前
身
で
あ
る

運
営
準
備
会
の
方
た
ち
が
フ
ォ
ス
タ
ー

シ
テ
ィ
市
を
訪
れ
る
な
ど
、
着
々
と
準

備
を
進
め
、
私
が
初
め
て
現
地
に
足
を

運
ん
で
か
ら
約
６
年
の
歳
月
を
経
て
、

こ
こ
に
初
め
て
海
外
都
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
を
締
結
で
き
た
こ
と
は
、
実
に

感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
内
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

北
海
道
大
空
町
、
友
好
都
市
で
あ
る
福

島
県
相
馬
市
、
長
野
県
野
沢
温
泉
村
と

並
ん
で
、
海
外
都
市
で
あ
る
こ
の
フ
ォ

ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
と
の
市
民
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お

り
ま
す
。
特
定
の
相
手
先
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
交
流
協
会
で
は
な
く
、
包

括
的
な
交
流
を
目
的
と
し
た
交
流
協
会

は
稲
城
市
独
自
の
も
の
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
是
非
、
行
政
と
は
違
っ
た
市

民
目
線
の
観
点
か
ら
様
々
な
交
流
を
模

索
し
て
い
た
だ
き
、
姉
妹
友
好
都
市
の

魅
力
を
稲
城
市
民
に
お
伝
え
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
交
流
先
の
自
治
体
の
住
民

の
皆
様
に
も
稲
城
市
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
よ
り
良
い

交
流
と
相
互
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
こ
と
を
期
し
て
止
ま
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
々
、
姉
妹

友
好
都
市
と
の
交
流
の
た
め
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
安
東
会
長
、

中
井
副
会
長
を
は
じ
め
交
流
協
会
の
理

事
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
の

感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
私
か
ら
の
お
祝

い
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
の

１
周
年
に
際
し
て
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稲
城
市
の
姉
妹
友
好
都
市
の
歴
史
と

交
流
協
会
設
立
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る

４　

寄
稿
紹
介

　
　稲

城
市
と
38
回
の
思

い
出

　
　

　
　

一
般
財
団
法
人

 　
　

め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

専
務
理
事　

福　

田　

重　

幸

　

私
と
稲
城
市
の
お
付
き
合
い
は
平
成

３
年
、
児
童
交
流
事
業
で
当
時
小
学
５

年
生
の
長
男
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
稲

城
市
立
第
八
小
学
校
を
訪
問
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

当
時
、
私
は
女
満
別
町
役
場
職
員
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

産
業
と
様
々
な
分
野
で
の
交
流
に
参
画

さ
せ
て
頂
き
沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
が
、
私
に
と
っ
て
稲
城
市
を
語
る
に

は
松
本
一
宏
氏
な
し
で
は
語
れ
ま
せ

ん
。

　

私
と
松
本
氏
と
の
お
付
き
合
い
は
、

松
本
氏
が
稲
城
市
職
員
時
代
の
頃
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
松
本
氏
に
は
、
平
成

20
年
に
梨
販
売
用
の
店
舗
内
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
ほ
の
か
稲
城
店
を
開
設
し

て
頂
き
、
女
満
別
町
時
代
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
本
町
の
PR
や
特
産
品
販
売
ま

で
稲
城
市
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
執
筆
の
お
話
を
頂
き
、
備
忘

録
を
紐
解
い
て
み
ま
し
た
ら
、
私
が
今

ま
で
稲
城
市
を
訪
問
し
た
回
数
は
通
算

で
38
回
を
数
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間

の
稲
城
市
と
の
思
い
出
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
出

来
事
と
し
て
は
、
い
な
ぎ
市
民
ま
つ
り

が
台
風
で
中
止
に
な
り
、
大
量
の
販

売
用
農
産
物
の
行
き
場
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
や
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
女
満
別
龍
舞

隊
と
稲
城
チ
ー
ム
で
合
同
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
札
幌
の
本
選
に
出
場
し
ま
し
た

が
、
本
番
前
日
に
札
幌
市
で
初
め
て
顔

合
わ
せ
と
演
舞
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
た

め
、
当
時
龍
舞
隊
の
歌
い
手
と
し
て
参

加
し
て
お
り
ま
し
た
私
に
と
っ
て
は
、

本
番
が
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
が
心
配

で
、
マ
イ
ク
を
持
つ
手
が
震
え
、
ひ
や

汗
が
出
た
こ
と
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ

ま
す(

笑)

　

ま
た
、
私
の
一
番
の
趣
味
は
手
打
ち

そ
ば
で
す
が
、
師
匠
は
東
長
沼
に
あ
る

「
花
子
茶
屋
」
の(

故)

藤
田
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
で
す
。
藤
田
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
は
、
そ
ば
打
ち
の
い
ろ
は
か
ら
そ
ば

切
り
ま
で
、
そ
ば
が
出
来
上
が
る
ま
で

の
工
程
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
稲
城
市
の
多
く
の

職
員
の
皆
さ
ん
と
懇
意
に
し
て
い
た
だ

き
、
こ
ち
ら
か
ら
稲
城
市
に
伺
っ
た
際

も
、
稲
城
市
か
ら
大
空
町
に
職
員
が
来

ら
れ
た
時
に
も
、
夕
食
時
に
は
必
ず
盃

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
時
に
は
夢
を
語
り

な
が
ら
夜
更
け
ま
で
飲
み
明
か
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て
稲
城
市

は
ま
さ
し
く
第
二
の
故
郷
な
の
で
す
。

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
を
迎
え
、
微
力

で
は
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
一
助
と
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
幸
い

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
稲
城
市

と
大
空
町
相
互
の
交
流
が
永
遠
に
続
き

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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稲
城
市
の
姉
妹
友
好
都
市
の
歴
史
と

交
流
協
会
設
立
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る

5　

交
流
協
会

設
立
へ
の
歩
み

昭
和
63
年　

北
海
道
女
満
別
町
出
身
の
元
都
立
高
校

長
の
紹
介
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品

交
流
が
行
わ
れ
る
。

平
成
３
年
11
月　

北
海
道
女
満
別
町
と
姉
妹
都
市
提
携
が

結
ば
れ
る
。

平
成
７
年
11
月　

北
海
道
女
満
別
町
と
災
害
時
に
お
い
て

被
災
者
に
対
す
る
救
護
等
を
実
施
す
る

た
め
の
、「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

が
締
結
さ
れ
る
。

平
成
18
年
７
月　

改
め
て
姉
妹
都
市
と
し
て
北
海
道
大
空

町
と
の
調
印
が
行
わ
れ
る
。

平
成
17
年
11
月　

長
野
県
野
沢
温
泉
村
と
「
あ
つ
ま
れ
稲

城
っ
子
！
野
沢
温
泉
塾
」
の
調
印
を
行

い
、
市
立
小
学
校
の
夏
季
宿
泊
体
験
学

習
や
市
立
中
学
校
の
冬
季
宿
泊
体
験
学

習
（
ス
キ
ー
教
室
）
な
ど
教
育
分
野
で

の
交
流
が
始
め
ら
れ
る
。

平
成
20
年
７
月　

長
野
県
野
沢
温
泉
村
と
「
災
害
時
等
相

互
応
援
協
定
」
が
締
結
さ
れ
る
。

平
成
23
年
６
月　

平
成
23
年
３
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
発
生
後
、
稲
城
市
か
ら
相
馬
市
へ
の

救
援
支
援
を
き
っ
か
け
に
、
相
馬
市
と

「
災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
」
が
締
結

さ
れ
る
。

平
成
27
年
４
月　

「
稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
提
携
検
討
市

民
会
議
」
を
設
置
し
、
相
馬
市
・
野
沢

温
泉
村
と
の
友
好
都
市
協
定
の
検
討
が

始
め
ら
れ
る
。

平
成
27
年
８
月
18
日　

福
島
県
相
馬
市
と
友
好
都
市
協
定
が
結

ば
れ
る
。

平
成
27
年
11
月
17
日　

長
野
県
野
沢
温
泉
村
と
友
好
都
市
協
定

が
結
ば
れ
る
。

平
成
29
年
１
月

平
成
27
年
10
月
に
設
置
さ
れ
た
「
稲
城

市
海
外
姉
妹
都
市
提
携
検
討
市
民
会

議
」
及
び
平
成
28
年
６
月
に
設
置
さ
れ

た
「
稲
城
市
海
外 

姉
妹
都
市
検
討
市
民

会
議
」
で
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、

市
民
会
議
の
代
表
委
員
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ

テ
オ
郡
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
へ
の
現

地
視
察
を
実
施
し
、
海
外
姉
妹
都
市
に

相
応
し
い
都
市
で
あ
る
と
い
う
旨
の
提

言
が
な
さ
れ
る
。
同
時
に
、
海
外
姉
妹

都
市
交
流
及
び
国
内
の
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市
交
流
を
担
う
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
た
団
体
の
立
ち
上
げ
が
必
要
で
あ

る
」
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
る
。

平
成
31
年
２
月　

平
成
29
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
「
稲
城

市
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
交
流
協
会
設

立
準
備
会
」
に
お
い
て
、
組
織
体
制
や

事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、

「
交
流
協
会
の
具
体
的
な
事
業
実
施
・

運
営
は
、
国
内
交
流
委
員
会
・
海
外
交

流
委
員
会
・
地
域
交
流
委
員
会
の
３
つ

の
委
員
会
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
進

め
る
も
の
」
と
の
提
言
が
提
出
さ
れ
る
。

令
和
元
年
７
月

設
立
準
備
会
の
委
員
を
中
心
に
「
稲
城

市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
運
営
準
備

会
」
が
設
置
さ
れ
、
将
来
的
に
交
流
協

会
の
運
営
を
担
っ
て
い
く
市
民
に
よ

り
、
設
立
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
と

し
て
、
設
立
後
の
運
営
体
制
や
運
営
方

法
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。

令
和
２
年
９
月
27
日　

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
が
設

立
さ
れ
る
。

令
和
３
年
７
月
27
日　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
マ
テ
オ
郡
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市

と
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
る
。

令和２年９月 27 日　
稲城市姉妹友好都市交流協会　設立総会
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稲
城
市
の
姉
妹
友
好
都
市
は
日
本
国

内
に
３
都
市
、海
外
に
１
都
市
あ
り
、歴

史
、風
景
、名
産
品
等
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
あ

ふ
れ
る
街
で
す

6　

姉
妹
友
好
都
市

の
紹
介

【
北
海
道
大
空
町
】

　

大
空
町
は
、
平
成
18
年
3
月
31
日
、

女
満
別
町
と
東
藻
琴
村
が
合
併
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
空
の
玄

関
女
満
別
空
港
を
擁
す
る
四
季
の
自
然

が
豊
か
な
町
で
す
。
特
に
「
メ
ル
ヘ
ン

の
丘
」 

は
女
満
別
空
港
か
ら
網
走
方
面

に
向
か
う
国
道
39
号
沿
い
に
位
置
し
、

網
走
湖
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
す
。
ま
た
、
黒

澤
明 

監
督
の
「
夢
」
の
撮
影
現
場
と

し
て
使
わ
れ
た
「
朝
日
ヶ
丘
公
園
」
は

秋
に
咲
く
畑
一
面
に
広
が
る
黄
色
い
太

陽
と
呼
ば
れ
る
ひ
ま
わ
り
畑
が
有
名
で

す
。

　

東
藻
琴
に
は
5
月
か
ら
6
月
に
か
け

て
山
稜
一
面
に
咲
く
芝
桜
公
園
が
有
名

で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
ひ
が
し

も
こ
と
乳
酪
館
」
で
は
、
東
藻
琴
地
区

特
産
の
チ
ー
ズ
の
販
売
や
バ
タ
ー
づ
く

り
体
験
が
で
き
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

５
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る

「
ひ
が
し
も
こ
と
芝
桜
祭
」、
女
満
別

湖
畔
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
「
め
ま
ん
べ
つ
観
光
夏
ま
つ
り
」、

牧
草
ロ
ー
ル

500
㎏
を
男
4
人
1
チ
ー

ム
、
女
5
人
1
チ
ー
ム
で
転
が
し
て
競

う
「
ノ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
な
ど
が
有
名
で
す
。
ま
た
、
夏
の

風
物
詩
と
し
て
網
走
湖
、
女
満
別
湖
畔

で
は
キ
ャ
ン
プ
場
前
の
浜
で
「
し
じ
み

採
り
」
を
楽
し
め
ま
す
。
指
定
の
袋
を

購
入
し
、
そ
の
袋
に
し
じ
み
を
詰
め
放

題
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

主
幹
産
業
は
農
業
で
、
麦
類
、
じ
ゃ

が
い
も
、
甜
菜
（
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
の
原

料
）、
豆
類
、
野
菜
で
、
そ
の
他
に
は

日
本
最
東
端
の
米
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
空
町
の
特
産
品
は
、
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
・
サ
ラ
ダ
ジ
ュ
ー
ス
・
味
噌
・

わ
か
さ
ぎ
佃
煮
・
え
ん
ど
う
豆
焼
酎
「
野

良
美
人
」・
も
ち
米
酒
「
め
ん
こ
稲
」・

チ
ー
ズ
・
ヤ
マ
ベ
の
甘
露
煮
な
ど
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

大
空
町
と
い
う
名
称
は
、
澄
み
切
っ

た
大
空
、
そ
し
て
そ
の
大
空
の
下
に
広

が
る
実
り
豊
か
な
大
地
の
も
と
で
、
住

民
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
晴
れ
晴
れ
と

し
た
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
す
た
め
に
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
と
は
、
平
成
３
年
11
月
の
旧

女
満
別
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
以
来
、

児
童
青
少
年
、芸
術
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

産
業
、
消
防
団
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

の
交
流
を
続
け
て
き
て
お
り
、
令
和
３

年
度
は
稲
城
市
と
大
空
町
の
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
を
迎
え
、
両
自
治
体
の
友

好
関
係
、
協
力
関
係
は
よ
り
一
層
の
進

展
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

メルヘンの丘（大空町観光協会提供）
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大空町は北海道の北東部に位置し、豊
かな自然と田園風景が身近です。網走
湖や広大な農場の風景は特に有名で、
春には芝桜が咲き誇ります。また、稲
城市とは物産と通した交流が盛んで、
市民交流も盛んに行われています。

大空町観光協会提供

大空町観光協会提供
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大
空
町
と
稲
城
市
は

　

姉
妹
都
市
交
流
30
周
年

交
流
の
は
じ
ま
り

昭
和
63
年
に
旧
女
満
別
町
出
身
で
元

都
立
高
校
長
で
あ
っ
た
河
野
全
一
氏
が

橋
渡
し
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品

交
流
を
は
じ
め
と
し
て
、教
育
分
野
（
児

童
交
流
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
に
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば

れ
ま
し
た
。
そ
の
年
か
ら
、
女
満
別
小

学
校
と
稲
城
市
立
第
八
小
学
校
の
相
互

訪
問
事
業
が
始
ま
り
、
交
流
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
女
満
別
町
と
東
藻
琴
村
の

合
併
を
経
て
、
平
成
18
年
７
月
に
改
め

て
姉
妹
都
市
と
し
て
調
印
を
行
い
ま
し

た
。
女
満
別
町
が
大
空
町
に
な
っ
て
か

ら
の
姉
妹
都
市
交
流
は
16
年
目
と
な
り

ま
す
。

　

今
で
は
、
教
育
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
･
経
済
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
】

　

毎
年
夏
に
稲
城
の
子
ど
も
た
ち
が
大

空
町
を
訪
れ
、
受
け
入
れ
家
族
の
家
に

宿
泊
し
て
酪
農
や
漁
業
を
体
験
し
た

り
、
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
お
返
し
に
、
お
正
月
明
け
に
は
大

空
町
の
子
ど
も
が
稲
城
に
来
て
、
夏
に

仲
良
く
な
っ
た
子
の
家
に
宿
泊
し
ま

す
。
受
け
入
れ
る
各
家
庭
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
都
内
観
光
に
連
れ
て
行
っ
た
り

遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

【
町
民
運
動
会
の
参
加
】

平
成
27
年
7
月
12
日
、
大
空
町
で
開

催
さ
れ
た
町
民
運
動
会
に
、
交
流
団

チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
町
民
運
動
会
は
、
大
空
町
の
誕

生
10
年
を
記
念
す
る
行
事
で
、
大
空
町

の
友
好
町
で
あ
る
熊
本
県
氷
川
町
と
一

緒
に
参
加
し
、
徒
競
走
や
玉
入
れ
、
綱

引
き
な
ど
、
大
空
町
の
皆
さ
ん
と
共
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

【
大
空
町
の
じ
ゃ
が
い
も
が

給
食
に
！
】

稲
城
市
の
「
梨
」
を
大
空
町
に
送
り
、

大
空
町
か
ら
は
「
じ
ゃ
が
い
も
」
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
給
食
で
児

童
生
徒
に
食
べ
て
も
ら
う
地
場
産
物
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
市
民
団
体
と
の
交
流
】

稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会
は
平

成
３
年
か
ら
毎
年
北
海
道
大
空
町
文
化

団
体
協
議
会
と
交
流
を
重
ね
て
い
ま

す
。
平
成
３
年
は
15
名
で
大
空
町
（
当

時
女
満
別
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
以
後
、

毎
年
交
互
に
訪
問
を
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
さ
こ
い
団
体
の
女
満
別
龍

舞
隊
が
稲
城
市
龍
舞
隊
の
メ
ン
バ
ー
と

合
同
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
毎
年
札
幌

で
開
催
さ
れ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
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相馬野馬追は、相馬氏の祖・平将門が
行った原野の馬を捕らえる軍事訓練と、
その馬を神前に奉納したことを由来と
しています。 史跡中村城跡での総大将
の出陣式を皮切りに、500 余騎の騎馬
武者が 3 日間にわたり戦国時代絵巻を
繰り広げます。壮麗な「お行列」、花火
で上空に打ち上げた御神旗を騎馬武者
たちが争奪する「神旗争奪」の熱戦、
甲冑姿の若武者による「甲冑競馬」な
ど多くの見どころが満載で、毎年全国
から多くの観光客が訪れています。
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海
の
幸
や
そ
れ
を
使
用
し
た
海
鮮
加
工

品
が
豊
富
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に

も
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
醤
油

や
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し

た
米
、
黒
毛
和
牛
の
「
相
馬
牛
」
な
ど
、

多
く
の
美
味
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
相
馬

野
馬
追
は
、
一
千
余
年
の
歴
史
を
誇
り
、

史
跡
中
村
城
跡
で
の
総
大
将
の
出
陣
式

を
皮
切
り
に
、
約

500
余
騎
の
騎
馬
武
者

が
戦
国
時
代
絵
巻
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
伝

統
行
事
で
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
馬

市
の
沿
岸
部
に
あ
る
松
川
浦
県
立
自
然

公
園
は
日
本
百
景
の
一
つ
に
も
選
ば
れ

て
お
り
、
風
光
明
媚
な
佇
ま
い
が
松
島

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
小
松
島
」
と

呼
ば
れ
、
朝
日
と
夕
日
の
両
方
が
同
じ

場
所
で
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
城
市
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
支
援
で
交
流
を
深
め
て
き
た

関
係
か
ら
、
平
成
27
年
に
友
好
都
市
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

【
長
野
県
野
沢
温
泉

村
】

　

野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
地
と

し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
大
正
12
年
の

飯
山
鉄
道
の
桑
名
川
ま
で
の
開
通
、
大

正
14
年
の
長
野
電
鉄
の
屋
代
・
木
島
間

の
開
通
な
ど
村
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の
改

善
を
背
景
に
、
数
々
の
ス
キ
ー
競
技
会

の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

場
は
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
に
は
ス
キ
ー
場
が
施
設
を

含
め
て
す
べ
て
村
営
と
な
り
、
住
民
と

行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
開
発

が
進
み
、
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
46
年
２
月
に
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
サ
ン
・
ア
ン
ト
ン
村
と
姉
妹

村
提
携
が
行
わ
れ
、
以
来
、
ス
キ
ー
教

師
交
換
交
流
、
村
民
交
流
が
行
わ
れ
、

国
際
親
善
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
長
野
五
輪
の
会
場
の

一
つ
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
が
選
ば
れ

て
、
世
界
的
に
野
沢
温
泉
の
名
前
が
広

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
上
信
越
自

動
車
道  

豊
田
飯
山
IC
、
北
陸
新
幹
線
が

飯
山
市
ま
で
開
通
し
て
首
都
圏
、
名
古
屋

圏
等
外
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
便
が
飛
躍
的

に
良
く
な
り
、
居
住
空
間
及
び
生
産
活
動

に
お
け
る
立
地
条
件
の
改
善
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

稲
城
市
と
野
沢
温
泉
村
と
は
、
平
成
17

年
に
「
あ
つ
ま
れ
稲
城
っ
子
！
野
沢
温
泉

塾
」
開
講
の
調
印
を
行
い
、
市
立
小
中
学

校
の
夏
季
及
び
冬
季
の
体
験
学
習
を
受
け

入
れ
、
10
年
間
に
わ
た
り
教
育
分
野
で
の

交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
20
年
に
、
災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
、
交
流
が
深
ま
る
中
、
住
民
の
間

に
芽
生
え
た
友
情
を
大
切
に
し
、
相
互
理

解
や
信
頼
関
係
を
深
め
る
た
め
、
平
成
27

年
11
月
17
日
に
友
好
都
市
協
定
が
結
ば
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
稲
城
市
の
子
ど
も
た
ち
が

野
沢
温
泉
村
の
自
然
に
触
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
暖
か
い
交
流
を
通
し
て
、
良
い

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。

【
福
島
県
相
馬
市
】

　

福
島
県
相
馬
市
は
県
の
東
北
端
に
位

置
し
、
西
に
阿
武
隈
山
地
、
東
は
太
平

洋
を
臨
む
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。
JR
常
磐
線
と
国
道
6
号
線
が
南
北

に
走
り
、
古
く
か
ら
福
島
県
の
沿
岸
地

域
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
、
ま
た
文
化

の
中
心
と
し
て
も
栄
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
勢
や
資
源
を
生
か
し
た
農

業
、
水
産
業
、
観
光
が
さ
か
ん
な
ほ
か
、

工
業
の
分
野
で
も
、
重
要
港
湾
相
馬
港

を
拠
点
と
す
る
相
馬
中
核
工
業
団
地

（
総
計

632
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
造
成
し
、

優
良
企
業
の
立
地
促
進
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
相
馬
市
で
は
、
海
の
幸
、

山
の
幸
を
四
季
を
通
じ
て
食
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

相
馬
沖
合
海
域
で
は
、
冷
た
い
「
親

潮
（
千
島
海
流
）」
と
温
か
い
「
黒
潮

（
日
本
海
流
）」
が
交
じ
り
合
う
好
漁
場

が
形
成
さ
れ
る
た
め
、
と
り
わ
け
水
産

物
は
豊
富
な
水
揚
げ
を
誇
り
、
新
鮮
な
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野沢温泉村は長野県の雄大な山々を活
かしたスキーと、古くから知られる野
沢温泉が広く著名な街です。市内には
大湯など数多くの公衆浴場が設置され
ており、冬の湯治は特に情緒が感じら
れます。稲城市とは古くから姉妹都市
交流が盛んで、スキー合宿や災害連携
がなされています。

（野沢温泉村観光協会）（野沢温泉村観光協会）

（野沢温泉村観光協会）（野沢温泉村観光協会）

（野沢温泉村観光協会）（野沢温泉村観光協会）

冬のスキー場と樹氷冬のスキー場と樹氷

大湯大湯
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す
る
た
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
の
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
候
補
地
選
定
の
観
点
と

し
て
、「
青
少
年
の
健
全
育
成
が
で
き

る
と
こ
ろ
」「
教
育
交
流
が
で
き
る
と

こ
ろ
」「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
で
き
る
と

こ
ろ
」「
文
化
交
流
が
で
き
る
と
こ
ろ
」

「
英
語
圏
で
あ
る
と
こ
ろ
」「
都
市
の
規

模
が
稲
城
市
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
」「
距

離
が
近
い
と
こ
ろ
」「
治
安
が
良
い
と

こ
ろ
」
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
そ

れ
を
参
考
に
候
補
地
の
選
定
を
行
い
ま

し
た
。

　

具
体
的
な
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
交
流
実
績
の
あ
っ
た
都
市
を
中
心

に
、
21
の
都
市
を
挙
げ
、
前
記
の
観
点

を
参
考
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
、
前
記
の
観
点
に
合
致
し
、
先
方

で
稲
城
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
希
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
テ
オ

郡
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
を
海
外
姉
妹

都
市
の
候
補
地
と
し
て
絞
り
込
み
ま
し

た
。
平
成
29
年
１
月
11
日
か
ら
14
日
ま

で
の
日
程
で
現
地
視
察
を
行
い
、
フ
ォ

ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
が
海
外
姉
妹
都
市
と

し
て
相
応
し
い
都
市
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
か
ら
約
10
㎞
圏
内
に

あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
羽
田
間

に
は
直
行
便
も
就
航
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
渡
航
の
利
便
性
も
良
好
で
す
。
ま

た
繁
華
街
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
な
ど
が
な

く
、
全
米
で
も
ベ
ス
ト
８
に
選
ば
れ
る

ほ
ど
安
全
な
街
で
あ
り
、
さ
ら
に
白
人

45
％
、
ア
ジ
ア
人
45
％
と
い
う
人
種
構

成
か
ら
、
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も

良
好
で
、
海
外
姉
妹
都
市
提
携
を
進
め

る
上
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

安
心
し
て
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

街
で
す
。

　

人
口
が
３
万
人
程
度
で
あ
り
、
お
互

い
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
交
流
相
手

と
し
て
適
度
な
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
市
制
施
行
が
稲
城
市
と

同
じ
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
で
あ

【
ア
メ
リ
カ
合
衆
国　

フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ

市
】

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
位
置
す

る
、
１
９
７
１
年
４
月
１
日
に
設
立
さ

れ
た
計
画
都
市
で
あ
り
、『
Ｔ
．
ジ
ャ
ッ

ク
・
フ
ォ
ス
タ
ー
』
に
よ
っ
て
計
画
・

建
設
さ
れ
た
の
が
市
名
の
由
来
で
す
。

自
然
を
生
か
し
、
水
辺
を
工
夫
し
、
美

し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
都
市
と
し

て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
湿
地
を
う
ま
く

利
用
し
て
、
湖
や
水
路
を
改
良
整
備
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
に
も
小
舟
の
為
に

船
着
き
場
を
作
る
な
ど
、
水
辺
と
共
生

す
る
郊
外
型
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

お
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア
に
は
IT
企
業
や
日

系
企
業
の
駐
在
員
が
住
む
高
級
住
宅
街

が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
古
い
建
物
は

再
開
発
さ
れ
、
新
し
い
街
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
に
熱

心
な
市
で
も
あ
り
ま
す
。

　

海
外
姉
妹
都
市
の
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
稲
城
市
に
相
応
し
い
都
市
を
選
定

り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と
、
水

を
活
か
し
た
街
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
稲
城
市
と
の
共
通
点
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。ま
た
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ

市
は
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
部
門
に
大

変
力
を
入
れ
て
お
り
、
市
内
の
公
園
に

は
、
多
く
の
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
少

年
野
球
の
交
流
を
は
じ
め
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
交
流
を
実
施
す
る
た
め
の
施
設

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
中

学
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
カ

イ
プ
を
活
用
し
た
交
流
を
は
じ
め
、
グ

リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
な
ど
の
手
紙
交

換
や
青
少
年
の
交
換
派
遣
な
ど
、
様
々

な
交
流
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
可
能
性

も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
ォ
ス
タ
ー
シ

テ
ィ
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
こ
と
で
、

幅
広
い
住
民
同
士
の
交
流
が
可
能
と
な

り
、
新
た
な
出
会
い
や
友
情
の
輪
を
広

げ
新
し
い
文
化
が
創
造
さ
れ
て
い
く
こ

と
等
、
夢
は
ふ
く
ら
み
ま
す
。
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フォスターシティは自然を活かし、水
辺を工夫した美しい計画としとして開
発されました。


